
課題解決支援講座 市町・アバンセ共同企画～地域deマナビィ～（伊万
里市）を開催しました！

生涯学習センター

　佐賀県立生涯学習センターでは、県内の市町が抱える地域課題の解決に向けて取り組む講座を、市町と共同し

て各地域で開催しました。

　今回は、伊万里市教育委員会との共催で11月27日（火）、12月10日（月）、12月19日（水）に、伊万里市生涯学習

センターで開催した講座の様子をお伝えします。

 

「学び・生かし方講座」～伊万里学 もっと楽しく、もっと身近に～

　伊万里市ではまちづくりを担う人づくりとして『伊万里学』を推進中です。市内の全公民館では伊万里学推進のた

めの学習を「伊万里塾」として実施されています。そこで、今回は、伊万里塾の受講生を中心に、『学習成果を地域

活動に生かす！』きっかけとなる講座を開催することになりました。

　担当の生涯学習課職員のみなさんと打合せを重ね、出来上がった講座が 、

「 学び生かし方講座～伊万里学もっと楽しく、もっと身近に～(291KB; PDFファイル)」です！

　講師には九州女子大学准教授大島まな先生をお迎えし、講座の全日程でご指導いただきました。

 

 

第1回（11/27）　「学びっぱなしはもったいない～あなたの学びは地域を変える！～」

 

【講師】大島まなさん（九州女子大学准教授）　

　今まで、何かを得るために学んできた方々が、その得たもの

をどう生かすか…。地域や社会で何かしたいと思っている人

は多いものの、活動につながらないというケースが多くみられ

ます。「学びっぱなしはもったいない」のテーマに沿って、座学

だけにとどまらず実践力を身につける姿勢の大切さや、学習

や地域活動には「健康」「生きがい」をもたらす力があることな

ど、これからの学びに対する向き合い方についてご講義いた

だきました。

　世のため人のための活動も最後は自分に戻ってくるもの。

楽しく長続きする「社会貢献」と「自己実現」のあり方を考えて

いきたいですね。　

 

■■■講座の後半は、お互いを知ろう！ということで、「他己紹介」のワークを行いました♪

　まずは2人組になって自己紹介！じっくり相手の話に耳を傾け、お互いのことを知り合いました  そして、参加者

全員に他己紹介（相手の紹介）を、しっかり丁寧に発表していただきました。発表内容から、お一人お一人の日ごろ

の活動の様子や、講座に参加された想いなどを知ることが出来ました。人とのつながりにはかかせない「相手を知

ることの大切さ」を学びました。

 

 

 

第2回（12/10）　「学びを生かす！っていうことは？～実践者が語る 地域活動のすすめ～」

　第2回目は、大島先生のコーディネートのもと、地域活動に取組まれている2名の方にご自身の学びを振り返って

いただきながら、地域参加のすすめ、学びと実践がもたらすものについて語っていただきました。

　【発表者】

　　多良淳二さん（地域おこしグループ「さざんか塾」事務局長/吉野ヶ里町）

　　中溝義則さん（アバンセ講師紹介人材リスト登録者/佐賀市） 

 

 

　多良さんは吉野ヶ里町で、地域の宝（人・自然・歴史）を見直し活用し

ながら、元気なまちづくりを目指した活動に取組まれています。これま

での経験から、課題解決には地域全体を見渡し、環境、少子高齢化な

http://www.avance.or.jp/var/rev0/0007/3523/113211152549.pdf


ど、課題の一つ一つがつながっていることを認識することが必要と述

べられました。その中で、自分が出来ることは何かと考える視点が大

切であり、それぞれの学びは地域社会に還元して初めて自分の役に

立つ。学びを生かすことは自己実現、楽しみながら誰かのために生き

ること。学びから多くの人と出会い、お互いの出番づくりをひろめる。そ

れが地域の活性化にもつながっていくと語っていただきました。

 

 　中溝さんは母親の介護のため、定年退職を機に大阪から佐賀に帰

郷。介護をしながらも高齢者大学（現ゆめさが大学）や短期大学等で、

学びを積み重ねられました。積極的に人の中に入ることで、出会いや

交流が生まれ、第2の人生の生き方が見えてきたと述べられました。今

では、高齢者向けの生き方講座を公民館などで講話するまでに。ま

た、人から何かを頼まれることは人から認められていること。頼まれた

ことは断らずに引き受けることが地域貢献にもつながり、自分を生か

すこと、自分の幸せにもつながると語っていただきました。

 

 

 

 

■■■発表を聴いて（参加者の声）

　『目先にとらわれず、先を考えた行動をするという姿勢を見習いたい』　『活動は完璧にという気持ちがあり、無理

していることを反省した』　『自分が楽しむことが大切ということに気づかされた』　『活動に参加して自分が学び、自

分にできることをやっていきたい』　『学ぶことに年齢は関係ないが、学ぶ意欲が必要と感じた』　『仲間作りや仲間

と楽しむことの大切さを感じた』　『何にでも挑戦したら結果がついてくることを学んだ』…など、多くの感想が寄せら

れました。

 

 

第3回（12/19）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　               　　　　　　　

「やれることからはじめませんか！～みんなを笑顔にする活動を考えよう～」

　最後の講座はグループに分かれ、大島先生の指導でKJ法による「地

域の現状診断」に取組みました。

　地域課題は何か？それはどうしてか？多頻度、多発言を約束してみ

んなでたくさんの意見を出し合いました。

　はじめて取組む方も多く見られましたが、時間の経過とともに、様々

な発言が飛び交うようになりました。発言記録のポイントは短文記録。

「○○が××である」という発言をそのまま、1枚のラベルに書くことで

す。

　発言が出揃ったところで「何となく似ている」ものを“勘”で振り分ける直観分類を行いました。ここでは小さいグル

ープをたくさん作ることがポイントです

　その後、グループに見出しをつける「表札」づくりのため、その時になぜ似ていると思ったのか考えました。

　ここまで出来たら模造紙に構造図を作成する作業に移り、最後に全体発表会を行い、地域の診断内容を共有し

ました
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開館時間

火曜～土曜日：8時30分～22時00分

日曜・祝日：8時30分～17時00分 

(ホールは22時00分まで）

休館日

毎週月曜日（祝日も含む）

12月29日から翌年1月3日まで

■■■出来上がった2つのテーマは『住みよい伊万里にするために』と『地域活性化へ～ものさし～』

　地域の現状課題として、高齢者問題や家族、近所のつながりの希薄化、少子化問題やいじめなど子どもの問題

などが挙げられました。内容は地域の方でなければわからない具体的なことがたくさん盛り込まれていました。ま

た、伊万里市は「星がきれい」「桜がきれい」「美味しい特産物が多い」「子ども達のあいさつがすばらしい」など地

域の宝についても落とし込まれていました。

　参加者からは「もっと地域に声をかけていき、いろんな活動や学びの場に参加していきたい」「学びっぱなしでは

もったいない！笑顔で接する度胸をもって学びを生かしていきたい」「少し気楽にやれることからやりたい」など、前

向きなコメントが寄せられました。

 

　参加されたお一人お一人が、伊万里塾の仲間や地域の方を巻き込んで、新しい取組みへの一歩が生まれること

を期待しています。                                                                       
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